
原市場聖書教会

週　　報

2025.2.23

NO.1038

わたしはぶどうの木、あなたがたは枝です。人がわたしにと

どまり、わたしもその人にとどまっているなら、その人は多

くの実を結びます。わたしを離れては、あなたがたは何もす

ることができないのです。       　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　ヨハネの福音書１５章５節

年間聖句
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主 日 礼 拝

２０２５年　２月　２３日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　　献金 ： 本多節子姉　　 
　受付 ： 若村めぐみ姉  

ワーシップ賛美

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

本 多 節 子 姉

司 会 者

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 慕い求めます」

「 恵み Again」

聖歌４２３番「 つげよ主に」

エペソ４章１７節～２７節

「 古い人を脱ぎ捨て新しくされ続ける人生」

聖歌４６４番「 罪とがをゆるされ神の子とせられ」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後自家焙煎コーヒータイムがあります。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

エペソ４章１７節～２７節

17, ですから私は言います。 主にあって厳かに勧めます。 あなたがたは

もはや、 異邦人がむなしい心で歩んでいるように歩んではなりません。

18, 彼らは知性において暗くなり、 彼らのうちにある無知と、 頑なな心

のゆえに、 神のいのちから遠く離れています。

19, 無感覚になった彼らは、 好色に身を任せて、 あらゆる不潔な行いを

貪るようになっています。

20, しかしあなたがたは、 キリストをそのように学んだのではありません。

21, ただし、 本当にあなたがたがキリストについて聞き、 キリストにあっ

て教えられているとすれば、 です。 真理はイエスにあるのですから。

22, その教えとは、 あなたがたの以前の生活について言えば、 人を欺

く情欲によって腐敗していく古い人を、 あなたがたが脱ぎ捨てること、

23, また、 あなたがたが霊と心において新しくされ続け、

24, 真理に基づく義と聖をもって、 神にかたどり造られた新しい人を着

ることでした。

25, ですから、 あなたがたは偽りを捨て、 それぞれ隣人に対して真実を

語りなさい。 私たちは互いに、 からだの一部分なのです。

26, 怒っても、 罪を犯してはなりません。 憤ったままで日が暮れるようで

あってはいけません。

27, 悪魔に機会を与えないようにしなさい。

「古い人を脱ぎ捨て新しくされ続ける人生」 
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今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2025 年 2 月 18 日御言葉

ローマ人への手紙　12 章 15 ～ 21 節

15, 喜んでいる者たちとともに喜び、 泣いている者たちとともに泣きなさい。

16, 互いに一つ心になり、 思い上がることなく、 むしろ身分の低い人たちと交わりな

さい。 自分を知恵のある者と考えてはいけません。

17, だれに対しても悪に悪を返さず、 すべての人が良いと思うことを行うように心がけ

なさい。

18, 自分に関することについては、 できる限り、 すべての人と平和を保ちなさい。

19, 愛する者たち、 自分で復讐してはいけません。 神の怒りにゆだねなさい。 こう書

かれているからです。 「復讐はわたしのもの。 わたしが報復する。」主はそう言われます。

20, 次のようにも書かれています。 「もしあなたの敵が飢えているなら食べさせ、 渇い

ているなら飲ませよ。 なぜなら、 こうしてあなたは彼の頭上に燃える炭火を積むこと

になるからだ。」

21, 悪に負けてはいけません。 むしろ、 善をもって悪に打ち勝ちなさい。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●今日の聖書箇所は、 ローマにいたクリスチャンに向けてパウロが書かれたお手紙で

す。 聖書の時代から、 人間の本質は変わらず、 神様の愛によって導かれた人々であっ

ても、 互いに意見が分かれ、 もめることも多々あったのです。

そのような中で、 互いの持っている賜物を生かしあう大切なポイントが 5 つ書かれて

います。

1、 互いに神の愛にあって心一つとなること。

2、 自分が一番正しいと思わないこと。

3、 自分の意見を通すのではなく、 平和を保つこと。

4、 嫌なことをされても、 やり返さないこと。

5、 苦手な相手 （相手が悪くても） が困っている時率先して寄り添い助けること。

全ての人がこの視点に立てるのであれば、 神の愛に溢れた本当の平和が訪れるので

はないでしょうか。

しかし、 私たち人間は、 弱さがあり、 どうしても自分とタイプの違う人を受け入れるこ

とが難しいことがあります。 この違いはなんの問題もなく、 互いに大切にすれば、 自

分自身の持っているものをより互いに生かされるようになるのです。

私たち自分の賜物を発見し、 隣人に喜んでその賜物を生かしていける物でありたいで

す。 そのような交わりの中にこそ、 神様は共にいてくださいます。

ではそれぞれの日々の歩みが神様の愛を味わえる時となるようお祈りしています。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 2 月 19 日（水 )

 2 月 16 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　5 人

礼　　　　　拝    5+0 人    6+2 人  7+5 人   25(18+7）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会      0 人　　 1 人　　5人　　　　　6人

報　　　　告

本日午後の予定

次週主日礼拝（３月２日〈日〉）

司　　会 ： 本多崇兄　　聖餐式司式 ： 若村和仁師

聖　　書 ： ローマ４章４節～１３節

説　　教 ： 「割礼が先か？信仰が先か？サクラメントの意味」 若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「主イエスの十字架の血で」 「いのちの木」

　　　　　　　　聖歌４65、 聖歌４96、 教会福音賛美歌２５９、 聖歌３８３　

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 戸口貴夫兄

火曜日集会はお休みです。

集会案内

礼　　　　　拝            　　 　　　　　　  10:30 ～ 12:00
3 月 2 日（日） ハレルヤキッズ　 　　                         9:30 ～ 10:10

祈    り    会                               10:30 ～ 12:00 頃2 月 26 日（水）

☆自家焙煎コーヒータイム

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

★礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 ご自由にお交わり下さい。

☆公示：日本同盟基督教団教規第４７条に従って、 定期教会総会を下記の通り開催いたします。
・ 日時 ： ３/2 （日） 13 ： 30 より　 ・ 場所 ： 原市場聖書教会礼拝堂にて
　　教会員の方はご参加お願いいたします。 やむを得ない事情で出席できない方は、 委任状の　
　　提出を若村師または、 若村めぐみ姉までお願いいたします。

2 月 25 日 ( 火）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ ２月２５日 （火） ～２月２８日 （金） NPO 法人あまやどり （場所 ： 高麗 or 原市場）

・ ２月２７日 （木）　夕方 hi-b.a. 川越集会 （場所 ： ウェスタ川越）

・ ２月２４日 （月） hi-b.a. 退職スタッフ感謝会 （場所 ： hi-b.a. ｾﾝﾀｰ）

・ ２月２３日 （日）　夕方～ 飯能日高、 牧師会 （場所 ： 飯能ｷﾘｽﾄ教会）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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